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（午前９時 30 分　開議） 

○委員長（森下伸吾君）ただ今の出席委員は

８人で全員であります。 

　これより令和８年度予算審査特別委員会

を開会いたします。 

　本日の審査は、議案第 10 号　橋本市病院

事業会計予算、議案第８号　橋本市水道事業

会計予算、議案第９号　橋本市下水道事業会

計予算、最後に昨日の審査未了部分である議

案第６号、議案第７号の順で行います。 

　この際、申し添えます。 

　質疑の際、発言者はページを、答弁者は職

名を申し述べてください。委員並びに答弁者

ともに必ずマイクを使用し、発言が終われば

スイッチを切ってください。 

　質疑は一問一答でお願いいたします。 

　なお、質疑・答弁の際は、結論や要点を先

に述べ、その後に詳細を補足する形でお願い

します。 

　委員と職員間はもちろん、市民の方にも分

かりやすい質疑・答弁となるよう、結論や要

点を先に述べ、その後に詳細を補足する形で

のご協力よろしくお願いいたします。 

　それでは、これより審査に入ります。 

 

○委員長（森下伸吾君）次に、議案第 10 号　

令和８年度橋本市病院事業会計予算につい

て　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について行

います。質疑ありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）おはようございます。 

特に聞くことはないんですけど、大分切り詰

めていただいとるというイメージを持って

ます。 

  

１　議案第 10 号　令和８年度橋本市病院事

業会計予算について 

何ページの何っていうとこが逆になくて、も

う逆に事務局長、議会の延長になるんですけ

ど。 

もうこれ以上切り詰めるところっていうの

はもうないぐらいいっとると思うんですけ

ど、職員のモチベーションとか、その辺人勧

もまあねクリアして、何かとスムーズにいっ

とる部分と、切り詰めとる部分の、環境とい

うか、やっぱモチベーションってのは一番大

事で、働いてくれとる人たちの豊かな気持ち

までいかないですけど。平素を大切にするっ

ていうことをまずしないと、患者さんに影響

が来ると、この点について、事務方のトップ

としての見解を。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）おはようご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

　ただ今のおただしの方なんですがまずモ

チベーションについてですけども、現場ので

すね各所属長の方とも、できるだけ密に、コ

ミュニケーションを図りながら、そういった

ところでケアをしておるところですが、まず、

その処遇面に関してですけども、４月から、

令和６年度の人事院勧告未実施の部分です

ね。そこの部分を行っていく予定で予算の方

にも反映させていただいておるところです

けども、今回 2026 年の診療報酬改定の内容

が、おそらく最終の告示が明日もしくは明後

日ぐらいに出る予定となっておりますので

その内容を見させていただいた中で、今回ベ

ースアップ評価料がさらに上乗せされてき

ておりますので、そういった内容をですね十

分に吟味させていただきながら、処遇の方、

さらにプラスアルファで改善できるのかど

うかというところもしっかり検討させてい

ただいた中で職員の方にも説明会等も開か

させていただきながら、しっかりと病院の経

営の方をしていきたいというふうに考えて

おります。 
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○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）社会情勢がもうね。 

こうなってくると数年前から事務局長はど

ことも、公的病院は赤字赤字で苦しんでって

いうことから始まって、コロナ終わったら多

分マイナスくらうだろうっちゅうのは予測

で求められなかったわけで。思った以上にえ

ぐられとるというイメージを持ってますん

で、これやっぱ市長もおっしゃるように、共

倒れになるわけにはいかんので、これはもう

議会も何かできることないかって議長筆頭

にいろいろやっとんですけどやっぱりこの

医業収益の部分というのは我々こんな分厚

い本全部読んで、もう、もうちょっとこうし

たらどうやとかそこまでレクチャーするほ

どの知識は私らございませんので、やはり管

理者と、事務局長に頼るしかないんで司令塔

でやっぱり市長であるっていうこのバラン

スだと民間病院とのバランス。これはもう言

うとる場合ではないような気もするんです

けどやっぱりこの民業圧迫にもなってもい

いかんしこのバランスを保ちつつ、前進んで

いくんで、共倒れにならないようにという定

義の中で言うたら、やっぱその繰越基準内の

部分はよしとして、その外の部分ですよね。 

だからこっから財政課に伺うんですけど、本

当初予算はちょっと変わった思考で、当初予

算一般会計審議に入らせていただいて、一般

会計の中での議論でも、病院というワードは

やっぱりあったわけで、歳出の部分で、橋本

市の一般会計歳出の部分で、何億か差し伸べ

るというかキャッシュフローたして差し伸

べていかなあかん水道からもお世話になっ

ておるということを踏まえた上で、逆にこの

特別この、この病院事業会計で聞いていいの

か、あかんだ止めていただいたんすけど、本

市財政課にお伺いするんですけども、どこま

でついていけるか、当初予算令和７年、令和

８年のこの審議に対して、９年組めるんかっ

ていう議論がトップスタートで、いきなり私

はボディブローくらわしたわけなんですけ

ども、あと、当然本市のことを思って言うと

るわけなんですけど、財政課としては、令和

８年、こん予算はこのままいったとして、９

年度、10 年度っていうのはやっぱり、せめて

３年５年計画でキャッシュフローをカバー

するということをやっぱり、けつもつという

か言葉で不適切、賢いないんですみませんこ

うカバーするという意識をやっぱりもう出

さんと、片や病院も市に頼らんでも自立でき

るよっていう、ここの二本柱がなかったらい

かんと。だから、財政課の見解を、ちょっと

議事録上残しておきたいと思うんですけど

いかがでしょうか。 

○委員長（森下伸吾君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）令和７年度におい

てですね、３月補正において、基準外繰り出

し、1億円行いました。 

今回の令和８年度の当初予算においては、そ

ういった基準会というものは、行ってなくて、

総務省の繰出基準なりにおいて、繰り出しを

行ってます。その総額として、10 億 9,500 万

ほど、前年に比べて 4,300 万弱の増加という

ことになってます。その上でですね、９年度

以降も含めて、どういう繰り出しをしていく

かっていうことですけども。原則として、橋

本市民病院は、地方公営企業と、いうことに

なってますので、独立採算というものが求め

られていると思います。そのため、今回です

ね、３月補正で行ったような基準外繰り出し

っていうのは恒常的なものとは、考えていな

くて、あくまでも臨時的な措置をすべきもの

と考えてますので、そちらについてですね。 

基本的に令和９年度以降ですね、その繰出基

準外の支援というものについては、慎重にで

すね、見極めて判断していきたいと考えてま

す。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 
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○委員（堀内和久君）ありがとう。 

慎重であるにこしたことなんすけど先ほど

の事務局長の答弁での診療の改定が数日後

にあって、どういうふうになっていくかと前

向いていけばいいんですけど、もしこの現状

維持に近いような売上ベースになったとき

は、市がやっぱり、せめて３か年４か年計画

でついていくよっていう姿勢を、示してキャ

ッシュフロー回せるような準備をしといて

あげないと、そこで働く人たちとか、ある日

突然、患者さんが救急体制救急病院ですから、

ここ絶対おるというおってくれるというこ

とが、橋本市の教育福祉で、移住定住、子育

てのかなめになっとるっていうことがまず

一番の基本方針であると僕は思うんで。これ

以上数字のことは私は強くないんで、求める

ことはないですけど診療改定の後、どういう

ふうな形になるかっていうことと市がやっ

ぱりしっかりついていくんだっていうこと

をやっぱり市民病院とやっぱりそういうＷ

ｉｎ－Ｗｉｎの関係ではないけども、共倒れ

にならないようにしっかり支えると、どこま

で支えるかっちゅうのは、単年度ではなくて

３か年４か年計画ぐらいでついていってあ

げないと、やっぱり右肩上げていくっちゅう

のはなかなか難しいと思うんで、その辺は今

後病院と財政課とまた、議論していただけた

らと思いますもこれをね、もう要望ではなく

お願いです。頑張っていただきたいと思いま

すんで、1個だけいいですか。 

ちょっと予算外なんですけども、ｄａ　Ｖｉ

ｎｃｉ（ダヴィンチ）かな。ｄａ　Ｖｉｎｃ

ｉ（ダヴィンチ）の使用料、回数というか前

に 1回聞いたことあるんですけど、私なりに

調べたらやっぱりよその自治体病院と比べ

たら、使用率、稼働率がちょっと圧倒的に低

いように思うんです。ここで入れることで確

か、導入するときは、若い医師が市民病院に

来てくれるために、これぐらい置いてなかっ

たらうちの病院選んでもらえるので、みたい

な話やったんで、気持ちよく採決したような、

私はイメージを持ってるんですけどちょっ

とその稼働率に対してね、もうちょっとこう、

ねえ、企業のアプローチというか、もっとそ

の使う回数うん。増やすっていう方向の取り

組みとか、それはいかがですか。 

○委員長（森下伸吾君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（古川健一君）今のおただ

しにお答えします。 

　ｄａ　Ｖｉｎｃｉ（ダヴィンチ）は去年の

の手術件数は、一応 100 件っていうことでし

た。一応当初目標は、導入して、２年目ぐら

いまでは、100 件を超えていくだろう。 

次に 150 件 200 件を目標にしてます。だから、

想定内としてのｄａ　Ｖｉｎｃｉ（ダヴィン

チ）の稼働率だと思います。それと、ｄａ　Ｖ

ｉｎｃｉ（ダヴィンチ）を導入することによ

って、新しい医師が赴任するということなん

ですけれども、何よりもまた新しい手術がま

ず増えるということ。うちでできなかった手

術がダヴィンチを導入することによって、手

術件数手術の種類が増えたということ。 

それから、新しいしいわゆるｄａ　Ｖｉｎｃ

ｉ（ダヴィンチ）手術ができる先生が新たに

また、外科の方から、うちの病院に、中心に、

ダヴィンチの方の手術を中心にやってくれ

てる先生を派遣してくれるということにな

りましたので、そういう意味でも、人材を上

げることが、レベルの人材を上げることがで

きてるということになりますので、予定通り

で動いていってるというふうに僕は考えて

ます。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　梅本副委員長。 

○副委員長（梅本知江君）おはようございま

す。堀内議員のちょっと関連なんですけど、

私ちょっと市民病院にお友達とか、お勤めし
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てる方多いんですけど。今こういう状況で、

やっぱり経費削減経費削減ということをや

っぱり上から言われると、もう、一度もなん

ていうんですか一度持っていったらちょっ

と語弊があるかわからないんですが私たち

現場の声をね聞いてもらえないてことをよ

くお聞きするんですね。 

やっぱり患者さんと直接関わってはる、お医

者様や看護士さん、そして１階で受付とかし

ていただいてる方たちが一番いろいろ、患者

さんの声知ってると思うんですね。でも今そ

ういう状況っていうことで、もっと下から吸

い上げていかないといけないと思うんです

がその辺いかがですか。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）下からの吸

い上げということで病院組織において窓、い

かにボトムアップで、そういう若手の職員か

らの意見も含めた中で意見を吸い上げて、病

院経営の方に反映させていくかというとこ

ろなんですけどそこの部分に関しましては

すべてがすべて全員ではないんですけども、

各種委員会の方にも、そういう若手の職員の

方を入っていただいてですねそこで忌憚の

ない意見を出していただきながら病院経営

の方に反映させていただいたりですとか、あ

とそれと先ほども少し触れさせていただい

たんですけども、今の病院経営の状況の中で、

やはり末端までしっかりと病院の経営状況

を把握してもらった中で、協力していただく

必要がありますのでそこは丁寧に、できるだ

け時間をかけて説明の方をしていきたいと

いうふうにも考えておりますので今回診療

報酬改定、先ほども言いましたけども、明日

明後日ぐらいに出ますので、そういったとこ

ろで４月までに、可能であれば、そういった

ことで、職員の方にも説明をさしていただい

て、来年度、令和８年度の病院の経営方針等

を説明さしていただきながら、さらに一致団

結してですねこの危機を乗り越えていきた

いというふうに考えておるところですので、

なかなか声が届かないというご意見に関し

ては、今後、もっと、風通しの良い組織づく

りというところも含めて、しっかりと考えて

実施していきたいというふうに思います。 

○委員長（森下伸吾君）梅本副委員長。 

○副委員長（梅本知江君）ぜひそういう仕組

みづくり、しっかりしていただいて、皆さん

一丸となって頑張っていただけたらと思い

ます。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）おはようございます。

一つお聞きしたいんですけども、国の社会保

障の削減をどんどん進めてるんですわ。 

その中で、病院の病床削減が大分国のかなり

圧力を入れて進めようとしてるんですけど

も、その病院の病床削減なんかの状況ちょっ

と話があったらお聞きしたいと思う。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）病床の削減

に関しては、せんだってからも、保健所の方

から、現在休床中の病床についてどうするの

かというところの調査もあったわけなんで

すけども。今月 17 日に地域医療構想の調整

会議がございます。その中で、現在休床中の

病床をどうしていくのかというところの、病

院の現時点での考えを説明さしていただく

予定ではおるんですけども、ただ、一応県の

方にも相談させていただいてるんですけど

も、災害拠点病院でもありますし、コロナの

ような、そういうふうな予定をしていないよ

うなそういうふうな有事といいますか、そう

いったときに、病床削減してしまったら、そ

この部分を活用できなくなりますので、それ

で本当にいいのかどうかというところの議
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論もしっかりしていただく必要があります

ので、地域医療構想それと第９次の今度、医

療計画になってきますがそういったところ

でしっかりと県の方に県の方で議論してい

ただいてその内容をもって我々もしっかり

どういうふうな医療を提供していくなどと

いうことを考えていく必要があるというふ

うに思っております。 

それと加えましてちょっと脱線するかも

わからないですけども、かなり高齢化が進ん

できているというところで地域の開業医の

先生方もご高齢になって、閉院される先生方

もちらほらと出てきているような状況です

ので、そういったことでそこの部分も市民病

院がどういうふうに関わっていくのかとい

うことも、あわせて地域医療ということをも

う一度改めて考えていく必要があるのかな

というところで、いろいろと今検討をさせて

いただいてるというところです。 

○委員長（森下伸吾君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）今、説明していただい

て、どんな事態になるかわからんし、またコ

ロナのような状況が出るかもわからんので、

おいそれと簡単にね病床削減ってのはそう

いう国からそういうね、かなり圧力来てるん

でやっぱり状況をやっぱりお話して、できる

だけ今の病床ね思うてくれるようお願いし

たいと思う。よろしく。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）もう私もあんまり言う

ことはないんですけど、341 ページの 11の寮

食費の来客賄い費、病棟給茶器用お茶代等で、

21 万 9,.000 円。まあすごく少ない額なんで

すけども、これっていうのは、何かこんだけ

病院しんどいって言ってても、来客にはお茶

菓子ぐらい出さないかんよねっていう中で、

本当に出す必要あるんかなっていう、実は思

ってて。 

お茶菓子ないからって言って怒る人多分い

ないと思うんですよ。 

これ、どういうレベルの方が来たときに、こ

の賄い費を、毎月２万円ぐらいですよね。 

基準っていうのがあるんですかね。もう、全

国の医師会長が来たときは、ちょっとお茶菓

子出しますとか、どのレベルの方が来たとき

にこの食料食費を使うような基準になって

るか教えてください。 

○委員長（森下伸吾君）経営管理課長。 

○病院経営管理課長（岡村惠介君）今、おた

だしの食糧費の部分になります。 

　来客賄いの部分に関しましては、応援、医

師、当院に応援してこられるドクターである

とか、そういう方の朝食代取っていただくん

ですけども、そういったものの費用として計

上させて、いただいておったり、あとは職場

体験にこられる方の賄い費、食事代という形

で計上させていただいておるものでござい

ます。 

○委員長（森下伸吾君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）まあ、そういえば理解

できると思うんすけど、そこでやっぱでも報

酬の中に入ってたりしないんですか。 

やっぱり別でいるものなんですかね。 

○委員長（森下伸吾君）経営管理課長。 

○病院経営管理課長（岡村惠介君）今のおた

だしなんですけれども、応援ドクターとしま

しては、産科のドクターになりますで、内容

としてはその報酬のところに入って、いませ

ん。今現状入っていないためこちらの方で予

算計上させていただいております。産科の方

に宿直で応援に来られる先生の宿直終わっ

た後の朝食の費用という形となっておりま

す。 

○委員長（森下伸吾君）病院事業管理者。 

○病院事業管理者（古川健一君）僕の方から

説明し、大学から産科当直ということで応援

に、週に２回来ていただいてます。 
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来たときに夜のご飯、夕食を出すんですけど。 

多分彼ら、病院の給食の食事を多分取ってる

んやと思います。 

だから、特別何か誂えて、どっかから仕出し

やから弁当もできるとかそんなんでは、あり

ませんので、はい、ご理解いただければと思

います。 

○委員長（森下伸吾君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それは、一定理解でき

るんすよ。逆に市役所の夜勤の方とかって。 

そういう意味では、そういう扱いになってる

んですかね。はい。大丈夫で理解しまして承

知しました。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。総合にな

るんですけども。 

　人件費が 45 億、医業収入が 77 億なんで

58％になってるんすよね。支出の部分を抑え

るっていう分ではいろんな経費削減して食

うことになるんだけども、人件費58％を50％

に持っていく方向にはないんかなあという

ふうな考えはするんですよ。やっぱり、結局

は事務方頑張って、病床の稼働率上げるとか、

同じ診療してるのに診療単価が上がるＤＰ

Ｃの診療単価上げるとか、地域連携で紹介料、

紹介率を上げるとか、あともう事務方さんが

もうどんだけ頑張ってくれるかっていう感

じになってきてるんかなと思うんですけど

も。繰出金で 11 億ですからちょうどそれぐ

らいで、50％行くんですよね。だから、結局

は医業収入って本業で、あと 11 億 12 億行っ

たら多分トントンまで持っていけるってい

うゴールは、この予算書から見えてきてるで

すけども、そんな感じですか。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）人件費につ

きましては今、議員お質しの通り、人件費は

固定費というふうな形になってきますので

ここの率を下げていく、50％に近づけていく

ということになりますと、収益を上げていく

というふうな形になってきます。いかにそこ

の部分に関して、今回予算編成にあたっては、

診療報酬改定の部分ある程度見込んで予算

編成をしておるところなんですけども、そこ

の部分であとプラスアルファどれだけ、収益

が確保できるのかというところも含めた中

で最終人件費どれだけになってくるのか、収

益の方がどれだけになってくるのかという

ふうなところで、頑張るしかないというふう

なところでございます。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）収益上がるとまた、い

ろんなものが上がって、そう思うように利益

って出ていかない部分があるんですけども、

指定病院の取得っていうかね、診療報酬をよ

り単価を上げていくっていうところで、頑張

って欲しいと思います。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　梅本副委員長。 

○副委員長（梅本知江君）すみません。これ

はちょっとどこの経費になるかわからない

んですけど。病院になるのかちょっと一般会

計になるかわからないんですけど市民病院

の、市民病院内の白線がたくさん消えてて、

こないだからまたちょっと母が市民病院で

お世話んなってなんかよく行ってたんです

けど。 

例えば初芝橋本高校があって、前の道をず

ーっといって、そして左に曲がりますよね。 

曲がったところから白線がもう薄くなって

るんですけど、そこはどう、どこかわかんな

いんですけどそっから、ちょっと坂を上って

証明玄関に上がるじゃないですか。その坂の

ところ、道路の話なんだけどそこの坂のとこ

ろ、市民病院の敷地に入った坂のところから、

もう白線が消えて、後ロータリーみたいにな

ってて、私二件見たんですけど初めての方な
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のか、よそから来た寝よその他受けの方なの

か、本当だったらこう回らない、いけないの

に何もないから、聞いてるから、こっちから

回ったりとか、すごい戸惑ってる方とか、駐

車場からこう出てきたときに、こう行かなあ

かんのにこう行こうとしたりとか、なぜこう

白線が、消えてるんですね。その辺は、どち

らに聞いたらいいのかわからないんですけ

ど、ちゃんとされた方が事故とか起こらなく

ていいと思うんですが、お願いします。 

○委員長（森下伸吾君）経営管理課長。 

○病院経営管理課長（岡村惠介君）今、議員

お質しの、白線の関係に関します病院敷地内

ということでございますので、病院の方で管

理やっていく部分でございます。 

実際のところ白線の方消えてきてる部分

もあるかというふうに思います。 

ただ、今の厳しい状況の中で、ちょっとそ

ういったところにまでちょっと、費用投資で

きない部分もありますが、ちょっと今後の収

益の状況等も踏まえまして、更新やっていき

たいのと、あとは、今のね、先ほどのお話で

すと、ロータリーの方向が逆に回られるとか、

そういったところに関しましては、もう少し

わかるような、お金をかけずに、患者様にわ

かっていただけるような取り組みというの

も検討して参ります。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）梅本副委員長。 

○副委員長（梅本知江君）ぜひ事故とかね、

未然に防げますように工夫していただけた

らと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。 

看護師さんの上限については、もう十分にな

ってきてますか。看護師不足のテーマに対し

てはいかがですか。 

○委員長（森下伸吾君）病院職員課長。 

○病院職員課長（野口朋弘君）ご質問にお答

えします。 

看護師につきましては、令和７年度の募集

についてかなりたくさんの応募がございま

して、実質応募人数としましては 40 数名あ

りました。この４月に、18名の看護師さんが、

入職予定となっております。 

来年度につきましても、今各看護学校から

のご好評もいただいておりまして、看護部と

取り組んでおります、インターンシップにつ

きましても、多数お申し込みもいただいてる

というような、状況で、４月５月でまた、令

和８年度の入職試験を行う予定にしており

まして、これ、こちらも応募していただける

ように期待をしております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）よかったと思います。 

ただ一昔前にちょっといろいろあって、離職

が結構多かって、例えば橋本市役所で言うと、

課長補佐級が非常に多いとか、逆に市民病院

さんやったら割と若い人が非常に多いって

いう形に今なってるのかなっていうことが

推測されるけどそのバランス職責のバラン

スとか、経験値、まだら、看護師やからみん

な立派な方やし、これからスキルアップして

くれたらいいと思うんすけど、はいって。 

ね、５年ぐらいの選手と、やっぱり 10 年 20

年勤めた選手とこのばバランスですわね。 

この点については、まだやっぱ厳しい状況な

んと違うんかなと思うんすけどいかがです

か。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）いわゆるピ

ラミッドの中での各職種、年齢構成の中での

バランスというところなんですけども、一応

昇給昇格に関しましては一定の、在職年数で

あるとか、入職からの年数であるとかそうい

ったところを 1つ参考にしながら、年数に達
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したものを、そういった対象で試験をして昇

給昇格させていくというふうなところで、進

めておるところです。ただ優秀な純人材を育

成していくというところで看護の方では、個

別にですねそういうふうなキャリアシート

といいますか、ヒアリングをしていただきな

がら、それぞれの看護師の将来像をですね、

明確に持っていただきながら、日頃の看護も

していただきつつ自分のキャリアを積み重

ねていただくというふうな方式で、人材の育

成に取り組んでいただいているようなとこ

ろですので、できるだけそういうふうな、で

こぼこにならないような形で、組織編成をし

ていくような形で事務方の方もしっかりと

そこはフォローしながら、考えていきたいと

いうふうには思っております。 

ただ民間と少し違うところなんですけど

も、民間の場合は、優秀な人材を登用してい

くと、ケースもあったりしますけども。昨今

いろいろな事情の中で、仕事はできるだけで

きるということであげた場合にまた管理面

での能力というのはやはり別になってきま

すのでそういったところの研修もしっかり

と、して、昇格昇給をさせていかないとやは

りそういった、メンタルの部分での負担が大

きくなったりとか、いろいろまた今、問題が

出てきておりますので、そういったいろんな

角度からですねしっかりと考えながら、組織

編成の方を考えていきたいというふうに考

えております。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）今日、看護部長がおら

れるん。いてないの。そう。 

予算なんやから、予算の数字のことは、看護

部長に聞けないかもわからんけど、こういっ

たケアっちゅうかやっぱり現場のトップが

やっぱり出てって、もう育成に対してどうい

う理念持ってるかとか、そこはやっぱりちょ

っと予算委員会といえども、ちょっと。 

大事に重きに思って欲しいし、その部署のト

ップが出てくるべきだと僕は思うんでそれ

は要望しときます。1 点聞きたいのが、入っ

ていただいた看護士さんってまあまあしょ。 

例えば奨学金とかあるじゃないすか。 

んな、何を聞くかってのは単刀直入聞くと、

奨学金の制度が終わっちゃったら、何年勤め

なあかんとかあると思うんすけどやめられ

へんかなっていう心配が、正直、私は思って

ます。その点について、今回入っていただい

たここ数年入っていただいた方で、個人情報

とかもしアウトやったらもう答弁控えます

って言ってくれたらいいですけど。どれぐら

いのパーセントおられるのか。 

○委員長（森下伸吾君）職員課長。 

○病院職員課長（野口朋弘君）奨学金に関し

ての学生さんなんですけども、すみません今

年に関して言いますと、３名の方がこの４月

から、入職という形になります。 

令和７年末現在で 13 名の学生さんが、一応

奨学金を貸与という形で今所属しておりま

す。年数に関しましては、ちょっと今、それ

ぞれ定かではちょっとない状態ではあるん

ですけども。 

○委員長（森下伸吾君）大丈夫ですか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）そこまでの答弁で、十

分答弁いただいたと承知しました。 

ありがとうございます。一昔前なんですけど

ね。やっぱり、現場看護師さんに言うとやっ

ぱり、奨学金までは何年間は我慢するんでと

かそういう方も過去におられたので、そうい

うことないように、奨学金を受けてようが受

けてなかろうが、市民病院の大事な仲間とい

うか、投資的な人材ですから、やっぱりね、

ずっと骨を埋めるつもりで、勤めてくれたら

嬉しいなっていう希望的な話で、それはやっ

ぱり看護士が、ね、中心になって育成してい

ってなんちゅうかな、自分とこの病院のこと
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を思ってもらえるような、うん。 

自分がスキルアップしたら今度若手を育て

ていくような、橋本市役所さんみたいな、感

じにしてもうたらええなと思うんですけど。

それはもう要望申し上げます。 

　最後です、看護師不足っていうことからや

ったと思うんすけど、外国人看護師さんって

いうのが、過去２回ほど予算決算で答弁戻る。 

また近々来るんですみたいな話ですけど、そ

の点についてはいかがですか。 

○委員長（森下伸吾君）職員課長。 

○病院職員課長（野口朋弘君）昨年、令和７

５月に、２名の中国人看護師さんが入職して

おります。今もなかなか普段の業務、言葉の

壁であるとか、看護技術等々につきましてい

ろいろ勉強していただきながら、病棟の方で

今も勤務していただいております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）そしたら、今後、令和

８年令和９年令和 10 年でこの枠の必要性で

あったりとか、この枠をどうしていくか、も

う今２で止めてしまうんかとか、その辺はど

ういうふうにお考えですか。 

○委員長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしですけども本当に少し前であれば、な

かなか看護士の確保が難しいというところ

で定期的にそういった外国人の登用という

ふうなことも検討しつつ、職員、看護士の確

保を考えていたところなんですけども、昨年、

から、非常にたくさんの看護師の方が応募し

てきていただいているというふうなところ

ですので、まずはしっかりと日本人の看護士

の方を確保しながら、その中で、やはり外国

人もかなり増えてきておりますので、そうい

った必要性も、十分あると思いますのでそこ

は総合的に判断しながら、１名なのか２名な

のかというところを今後また、追加で、どう、

追加するのかどうかということも検討して

いきたいというふうに考えております。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ここはデリケートな部

分なんでね、やっぱり必要性はあると思いま

すっていうのは、たれへんときだけ外国人に

頼って、日本人の方、国内の方地元の方とか

が雇用、地元雇用っちゅうのは大事ですけど。 

同じ日本人の方が、手挙げて採用に手上げて

くれるからもう外国人の方はもうええんで

っていう解釈はやっぱり、失礼極まりないよ

うなイメージもあるんでそこはデリケート

なんで、病院として、どういう形がベストな

のかっていうことは、きちんと公平公正な観

点でね、そこはお願いしたいと思います。 

　以上でございます。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。ちょっと

関連で、看護士さんの応募が多数あった場合

に、344 ページの看護師と紹介手数料とかね。 

とか手数料の扱いはどうなる、なりますか。 

○委員長（森下伸吾君）職員課長。 

○病院職員課長（野口朋弘君）令和７年から

もう紹介に関しては看護士さんの応募が多

数ありますので、特にここは利用しておりま

せんので、ゼロという形になっております。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　暫時休憩いたします。 

 

 

○委員長（森下伸吾君）再開いたします。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。 

大変失礼しました先ほど私の質疑の言葉の

中で、看護婦というアワードを出しましたが、

正確には看護師でございます大変失礼いた

 （午前 10 時５分休憩）

 （午前 10 時６分再開）
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しました。お詫びいたします。 

○委員長（森下伸吾君）了承願います。 

　ほかにございませんか。 

　梅本副委員長。 

○副委員長（梅本知江君）全体的に本当に今

のこの状況を乗り越えるために、なんですけ

ど、まず先日本当に母がお世話に、自分事に

なるんですけどなったときに、本当に初めて、

入院。市民病院で入院ということ体験したん

ですけど、本当にもう出会う方出会う方皆さ

んがとっても親切なんですね、寄り添ってい

ただいて、もう本当涙が出るほど丁寧で、環

境も綺麗ですし、本当ホテルのような環境で、

こんないい病院、いい人ばかりでこう行って

いただいてる、本当に何か、なんでやろうっ

ていうことを思いながらよく本お見舞いに

行ってました。でも本当に大変な中、嫌な顔

を 1つせず、皆さんが一生懸命してくれてい

ることに本当にこの場をお借りして、感謝申

し上げたいと思います。 

　あと少し前から思ってたんですけど、今こ

ういう状況で、利便性とか、どうして市民病

院あんまり使わないかっていうところに利

便性とか、交通が不便とかいろいろあったと

思うんですけれども。もちろんそれはあると

思います。でも、その市民病院だけに努力を

求めるんだけではなくて本当、市全体として、

私たち議員も含め、皆さんもこれ強制はでき

ないんですけど、皆さんで健康であることが

一番なんですけれど、できるだけ市民病院を

利用する皆さんも皆さんのご家族もってい

うところに、もっと意識を持って、みんなで

協力して一丸となってね、やっていく必要が

あるんではないかなっていうふうに感じて

ますので、ぜひ皆さんで一丸となって、でき

るだけ、はい。病院行くんやったら、市民病

院っていうふうにしてもらえたら嬉しいと

いう要望で終わります。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 10 号　令和８年度橋本

市病院事業会計予算について　を採決いた

します。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

○委員長（森下伸吾君）次に、議案第８号　令

和８年度橋本市水道事業会計予算について　

を議題といたします。 

　職員の入れ替えを行います。少々お待ちく

ださい。 

（職員入れ替え） 

○委員長（森下伸吾君）改めまして、議案第

８号　令和８年度橋本市水道事業会計予算

について　を議題といたします。 

これより質疑を行います。全般について行い

ます。質疑ありませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）258 ぺージですけども、

そこの下の方にあります、貸付金利息という

ことで書いておりますんですけども。貸付言

うことは、そんときは貸してるっちゅうこと

  

２　議案第８号　令和８年度橋本市水道事

業会計予算について 
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なんですけど、そのどちらにこの貸し付けし

て、金額と、ちょっと詳しくお話できた。 

○委員長（森下伸吾君）水道経営課長。 

○水道経営課長（寺田嘉文君）議員おただし

の貸付金利息なんですけれども、市民病院の

貸付 10億円の貸付となってございます。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。ちょっと

教えてください。　241 ページの歳入の長期

前受金理由って言うんですかね。戻入が 3.7

億円なんですけども。減価償却費歳出が10億

円あるんですよね。で、ちょっとここの、こ

ういうこういう理由でこう運用してるんで

すよっていうのが、わからなかったんで教え

て欲しいんですけど。減価償却なんで、戻入

10 億円でいいんちゃうかなあと思ったんで

すけどちょっと教えてもらっていいですか。 

○委員長（森下伸吾君）水道経営課長補佐。 

○水道経営課長補佐（藤岡竜也君）質問にお

答えします。こちらの例えば減価償却費です

と、過去に工事等で、例えば建物の耐用年数

に応じて費用を計上しております。その建物

を建てたときの補助金。例えば半分ありまし

たら、その半分の補助金を同じように耐用年

数で割って長期前受金戻入に計上するとそ

ういう仕組みになっております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。質問は戻

入が 10 億でもいいんちゃうかなと思ったん

ですけど、企業債 3.7 億借りといて、償還が

2億ですよね。だからこここういうやりとり

をしてるのは何でかなっていう質問なんで

すけど。全額戻ってこないからそうなるって

ことですか。全額前受金に入らないからこう

なってるっていう意味ですか。 

○委員長（森下伸吾君）水道経営課長補佐。 

○水道経営課長補佐（藤岡竜也君）ここで言

う長期前受金戻入れっていうのが、いわゆる

四条で受けると補助金とか、あとは受贈して、

ただでというか水道へいただいた、そういう

そのような資産を減価償却に応じた年数と

いいますかに対して、戻してつまり、工事費

が 10 億円で、補助金が半分の 5 億円やった

としたら、減価償却費に対する半分がこの長

期前受金で計上されると、そういう会計の処

理方法になっております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）よろしいですか。わ

かりました。 

　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）先ほどの質問で 10億円

っていう貸付病院からお聞きしましてね、そ

っから続けて聞くことをしなかったんです

けども。結局料金が高いという、どなたもそ

う感じるのは、橋本の水道料金高いし、だか

らそんなやつ疑問がかなりあるんですけど

もちょっと申し上げたら、反対の立場でちょ

っと討論させていただきます。 

橋本市の水道料金は近隣の自治体と比較

して高い状況もう相変わらず変わってない

っていう状況でございます。特に他市から、

前も言ってるんですけど、他市から橋本市に

引っ越してきた、私ら方そうなんですが、ど

んどこの水道料金が高いかということもよ

く聞かれます。老朽化対策や耐震化対策に経

費がかかることはもう重々わかっておるん

ですが、考えてみたら市の公共料金で一番ウ

エイト占めてる、水道料金とか高いん中でや

っぱ値下げて付して欲しいというのがもう
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市民の感情的にやっぱしの声が繰り返し届

いておりますんで、そういうことをお伝えし

たいと思います。 

特にこれから、老朽化対策してるんですけ

ども、老朽化の更新、その対策をね見直すっ

ていうんですかね、債権として、もう 1つや

っぱ財政的な措置も講じていくことなく、し

ていかなかったら、値下げなんて等々できな

いと思うんですけど。それは、財政事業厳し

いのはわかりますんですけども、事業会計ほ

んまにこれ見直しいかなかったらどうもい

いかもいかんと思いますんでね。それは検討

していただくようにお願いして先ほど言い

ましたように、10 億円も貸しておられて、そ

れに料金が高いたかちゅう声があるのに、ど

うもこう、整合性納得がいかないような感じ

がします。だからそういう意味では本当にね、

わかるような、わかりやすく市民の方に、こ

の 10 億円も貸しておるんやけども。だけど

も自己の医療需要だって値のことを説明き

ちっとしておかなかったらね、やっぱりね、

水道料金の値下げ指導そういう声にこたえ

ていけないと思いますんでね。そういう意味

で納得できないと思いますんで反対討論と

いたします。 

○委員長（森下伸吾君）次に、賛成の立場で

討論する方ありませんか。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）賛成の立場で討論しま

す。 

　先ほどのお話の 10 億の貸付これはお気持

ちは理解します。しかしながら、10億円を水

道の値引きに充てても、あくまで、単年度、

1回だけの話になります。運営する上で 10億

はやっぱり持っておかなければならないそ

の上で、思いやりを持って市民病院に貸し付

けておると。当然、金利もあると、そういう

ふうに解釈、承知をしております。 

したがいましてその点は問題なく、行政のと

もに支え合うという定義でクリアできてい

ると私は承知しております。 

しかしながら、他市の状況を見ますと橋本

市は確かに水道料金が高い、そして物価高人

件費高騰、さらなる水道料金の値上げも、想

定される中で、それ以上に橋本市全体の住ん

でよかったまちとして、行政サービスであっ

たり、福祉や教育の部分を考えると、橋本市

全体を考えると、高くても仕方がないとは言

いませんが、行政サービスにはきちんと隅々

まで行き届いている、そして水道におかれま

しては、それに対して安心安全な水を供給し

続けるという定義の上では、この金額という

のは、橋本市の形としては妥当であると考え

ます。日々の尽力に感謝いたしまして、賛成

の討論といたします。 

○委員長（森下伸吾君）ほかに討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

　これより、議案第８号　令和８年度橋本市

水道事業会計予算について　を採決いたし

ます。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（森下伸吾君）起立多数であります。 

　よって、議案第８号は原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 

○委員長（森下伸吾君）次に、議案第９号　令

和８年度橋本市下水道事業会計予算につい

て　を議題といたします。 

  

３　議案第９号　令和８年度橋本市下水道

事業会計予算について 
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　これより質疑を行います。全般について行

います。質疑ありませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。 

　かなり苦しい中頑張っていただいてるん

ですけども、減価償却 10 億に対してあと６

年ぐらいの感じですかね。どんなちょっとそ

こを教えてもらっていいですか。 

○委員長（森下伸吾君）水道経営課長補佐。 

○水道経営課長補佐（藤岡竜也君）先ほどの

水道事業会計のときのともかぶるんですけ

ども、こちらの企業債の償還っていうことで

はなくてですね。あくまでも資本的支出収入

で、建設した施設であったりとか、そういう

ものに対しての減価償却費が、耐用年数に応

じた減価償却がここで減価償却と費として

計上されまして、その時に受け入れた補助金

などが、長期前受金として計上されるという

ような、はい。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）ごめんなさい。ちょっ

と、それは理解しました。資本があと 37億な

ってるじゃないすか。言ったらそっから長期

前受金の取り崩しが６億なんで、それでいっ

たら６年ぐらいで資本なくなるんですか、っ

ていうケース、そういう聞き方だったんです

けど、ちょっと教えてもらっていいですか。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員、資本何ペ

ージか、もしあれば教えてください。ないで

すか。 

○委員（田中和仁君）277 ページかな。 

　この営業外収益の長期前受金戻入ってい

うんすかね戻入れっていうんすかね。 

ここの取り崩しのところなんですけど。 

○委員長（森下伸吾君）暫時休憩いたします。 

 

 （午前 10時 21 分休憩）

 （午前 10時 23 分再開）

○委員長（森下伸吾君）再開いたします。 

　上下水道部長。 

○上下水道部長（堤　　健君）ちょっと公営

企業会計というのは、非常にややこしいとこ

ろあるんで、ちょっと難しいところもあるん

ですけども。減価償却ってのは、例えば 100

万の車を今年買ったっていうところで、した

としても例えばそれの耐用年数が 10 年やっ

たとしたら、10 万ずつ減価償却に充ててい

く。 

その時補助金が５万もろとったとしたら、５

万ずつ超前長期前受金戻入金と入をですね、

積んでいくっちゅう形になっておりますの

で、今のうちの借入金がですね、すべてなく

なったとしても、来年すぐすべてなくなった

としても、この会計上の話がなくなるという

わけではございませんので、ご理解のほどよ

ろしくお願いします。 

○委員長（森下伸吾君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）多分、私の見てる部分

のこのキャッシュフローの資本の額と、おっ

てないんかなと思ったんですけど、285 ペー

ジの見みたんですけどね。資本合計のところ。 

○委員長（森下伸吾君）水道経営課長補佐。 

○水道経営課長補佐（藤岡竜也君）285 ペー

ジの資本金合計につきましては、今まで下水

道事業会計が取得した資産の合計額を、それ

が表示されてますんで、その内例えば減価償

却、耐用年数がたって減少が出たものについ

ては、その減価償却として別途計上していく

とそういう会計になっております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

　これより、議案第９号　令和８年度橋本市

下水道事業会計予算について　を採決いた

します。 

　本案は原案のとおり可決すべきものと決

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

　この際、午前 10 時 40 分まで休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（森下伸吾君）休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

○委員長（森下伸吾君）次に議案第６号　令

和８年度橋本市後期高齢者医療特別会計予

算について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について行

います。質疑ありませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）すみません。人数お聞

きしたいんですけども。 

　218 ページなんですけども、そこの一番上

のね、現年度分特別徴収保険料と、その２番

目の現年度分普通徴収保険料の、できました

ら教えていただきたいんですけど、令和６年

度と令和７年度の人数、それぞれをお聞きし

たいと。 

 （午前 10時 26 分休憩）

 （午前 10時 40 分再開）

  

４　議案第６号　令和８年度橋本市後期高

齢者医療特別会計予算について 

○委員長（森下伸吾君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）令和７年度に

つきましては１万1,644人となっております。

令和６年度につきましては１万1,382人とい

うふうになっております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）よろしいですか。も

う一度。 

○委員（髙本勝次君）もう一度、すみません。 

○委員長（森下伸吾君）もう一度、ゆっくり

お願いできますか。 

　保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）令和７年度に

つきましては１万 1,644 人、令和６年度につ

きましては１万1,382人というふうになって

おります。 

○委員長（森下伸吾君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）特別徴収と普通徴収、

両方聞いてるんですけど。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）失礼いたしま

した。 

○委員長（森下伸吾君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）特別徴収につ

きましては、令和７年度の人数でお答えさせ

ていただきたいと思うんですけども。特別徴

収につきましては 7,465 人。普通徴収につき

ましては4,179人というふうになっておりま

す。これは、令和７年 12 月時点ということ

で、なっております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）先ほどの、そしたら

言っていただいたのは普通徴収。 

　保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）申し訳ござい

ません。 

　先ほどのは、ちょっと勘違いしておりまし

て、被保険者数の人数をお答えさせていただ

いておりました。申し訳ございません。訂正

させていただきます。 
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○委員長（森下伸吾君）よろしいですか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）221 ページの、もう毎

回、予算変わらないんですけど、下の負担金

補助金のところで、脳ドックなんですけども、

ちょっと人数を知りたいと思いまして。 

○委員長（森下伸吾君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）後期高齢者医

療の脳ドックにつきましては 20 人というふ

うになっております。 

　限度の人数についても 20 人ということで、

限度額いっぱいの 20 人っていうことになっ

ております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。

よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）そしたら、反対の立場

で討論させていただきたいんですが、やっぱ

り国保と同じような状況で、被保険者の状況

っていうのは変わらないと思うんですけど

も。この後期高齢者の医療っていうのは、や

っぱり 75 歳以上ごとに当然ですが、75 歳以

上の人後期高齢者の対象に、75歳以上過ぎた

らそれに囲んでしまうんですけども。医療費

の負担はやっぱり高齢者だけに、やっぱり負

担が大きいということで、この制度始まって

から、もう 18 年にもなるんですけども、なか

なかこう、次第に良くならないっていうか、

年金暮らしの高齢者の中で困ってる方も多

くおられます。特に、当然ですが、食料品と

か電気・ガス・水道なんかも、どんどんもう

毎年上がる中で、本人自身も医療にかかって

いるところあちこちね、やっぱりこう、体の

不具合が多いので、一つだけの病院じゃあり

ませんのでね、そういったところも重なって、

現在もう７割も減免を受けておられる、減免

受けてるから良いじゃないじゃなくて、７割

の方も、減免受けておられる状況っていうん

か、暮らしの状況も示してると思うんです。

そういう意味では、保険料の、この高い保険

料の中に暮らしが大変っていうのは、現状だ

と思います。その中で、結局この後期高齢者、

国の制度でありますが、国の負担がね、やっ

ぱり少ないために、結局こういう状況になっ

てくると思うんですけども。そういう意味で、

やっぱり見直していただきたいっていうか、

やっぱり国にそういう声をあげていく。やっ

ぱり議会としてね、そういった困った人たち、

市民の立場に立って、そういう声を議会であ

げていくということがすごく、意思表示する

ことがすごく大事と思いますんでね、そうい

う意味で、ぜひちょっとその辺の、そういう

人たちの立場に立ってね、声をあげていくと

いうことを示すためにもね、私は反対の立場

で討論したいと思います。 

　どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（森下伸吾君）次に、賛成の立場で

討論する方ありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）賛成の立場で討論させ

ていただきます。 

　基本的には、やっぱり国の制度に基づいて

ルール設計がされとるんで、まあ、この本市

議会で喧々諤々はできない部分っていうの

は多々あります。当然ながら、市町村よって、

県内市町村の代表者が集まる後期高齢医療

というのは、和歌山県内に設置されてきちん

と精査しております。私もその中に出席させ

ていただいたこともあります。その中では、

できるだけ負担を軽減できるようにってい

うことで、基金を切り崩したりであったりと

か、可能な限りの尽力というのは、あの場で
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やっていただいてますし、各市町の職員さん

も出向して、しっかり汗をかいていただいて

るということを、確認・認識・承知しており

ます。 

　従いまして、賛成の意義を持っておるわけ

ではございますけども、先ほどから言われた、

私たちにできることの定義の中で、国に負担

軽減を求める要望書とか市からあげていく

ということに対しては、敬意を持てる部分が

あるので、そこには、私も賛同するんですが、

基本的に本予算を通すという否かに対して

は、賛成の意義で討論をさせていただきまし

た。 

○委員長（森下伸吾君）ほかに討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

　これより、議案第６号　令和８年度橋本市

後期高齢者医療特別会計予算について　を

採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（森下伸吾君）起立多数であります。 

　よって、議案第６号は原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 

○委員長（森下伸吾君）次に、議案第７号　令

和８年度橋本市工業団地造成事業特別会計

予算について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について行

います。質疑ありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）一件、企業用地売れて

  

５　議案第７号　令和８年度橋本市工業団

地造成事業特別会計予算について 

るところ、拝見させていただいたんですけど

も、大きく勘定になってるところ周りの部分

が大分売れてるんですけど真ん中の部分が

まだ、未契約というか、売れてない状況なの

かなと思ってるんすけど、ここに何か理由っ

ていうのはあるんでしょうか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今のご質

問にお答えさせていただきます。おっしゃる

通り現在あやの台北部用地のところという

と 15 区画整備させていただいた中で８区画、

載せ申し込み済みとなっておりまして、今比

較的事業区域内の中でいうと周辺というよ

うなところになっております。 

企業さんによっては土地の大きさであった

りっていうようなところがあります。あとは

場所によっては切土・盛土っていうようなと

ころのところで、企業様が土地を選ばれると

いうようなところがありまして、その中で今

回今ご質問いただいた、メイン道路のところ

の真ん中のところで、結構、元々谷筋であっ

たところがありますんで、そういったところ

を盛土をしてやるっていうようなところで、

盛土の部分についてはちょっと企業さまの

中では建てるところをちょっと考えておる

中で、候補から外されていたのかなと思って

おります。 

　ただ、盛土につきましても、もちろん締固

め度とかというような、造成をしてる中で、

基準に満たした土地としてなっておるとこ

ろでございますんで、そういったところにつ

いても、本市といたしましても、きちっと説

明させていただいた中で土地として、紹介さ

せていただいておるところでございます。 

ちょっとその中で１区画今８区画申し込み

済みというようなお話させていただいたん

ですけども、もう 1区画今進出意向の申出書

を出していただいとるような状態でござい

まして、そういったところは今おっしゃって
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いただいた場所のところのところになって

くるかなと思っております。そういったとこ

ろで現在動いておるところです。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございます。 

　その切土・盛土の定義はよくわかったんで

すけど、やっぱりその切土は強くて、盛土は

っていうイメージは確かに僕も持ってたん

すけど、基準はクリアしてると思うんですけ

ど、その基準の定義っていうのは、どういっ

たものなのか。例えば、学識経験者であった

りとか客観性、よその企業誘致が何年ぐらい

置いてあるからうちもこれぐらいでいける

だろうとかそういう精査の基準っていうの

をちょっと教えていただきたい。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）すみません。

造成工事の中で盛土締固め度っていうよう

な基準がございますそれが 90％っていうよ

うなものがございまして、そういったところ、

工事造成をさしていただいた後、昨年度、ち

ょっといろんなことがあったりした中で、再

度、締固め度のところを調査させていただい

たというようなところがあります。 

その中で全部の区画ってのが 90％を満たし

た土地になっておりましたんで、そういった

ところを基準として評価させていただいて

おるところです。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございます。

日々の尽力も重ねて感謝するわけですけど

も、残り半分っていうのが次、どうしてもテ

ーマになってくると思うんす。これも政治的

判断なんで、企業誘致答えるかまあ、いろい

ろあろうかと思うんすけどこれだけある程

度オファーかかって、進出企業来てくれてで

きたら、ね。トップセールスの話もありまし

たけどね。道路も云々で、企業が来てくれて、

地元のね、ルーキーたちが大阪に出ることな

く、こっちで就職してくれたらというのが本

来の思いでこうやっておる中で、次のステッ

プですよね。残り半分を行くか否か、この辺

の協議っていうのは次どういうふうな感じ

の進捗状況というか和歌山とね民間企業者

もあるんで、いかがですか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今のご質

問にお答えします。 

　おっしゃるとおり、第１事業が今令和７年

の３月に完成して、今約半分土地が埋まって

きている状況、今後企業さんと土地の契約等

をして、土地収入というのが入ってくるかな

あというようなところでございますけども、

残り半分２事業というところにつきまして

は、現状といたしましては 1次事業の分譲状

況、分譲収入の入ってくるところを判断した

中で、次のステップに進むというところを考

えていきたいというようなところで、現在、

企業誘致施設といたしましては考えており

ます。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）ちょっとわからない教

えて欲しいんですけど、例えば進出したいな

っていう企業がちょっと大きすぎるよって

いうことで半分だけだったら、そういった案

件はないんでしょうか対応はできるんでし

ょうか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今のご質

問にお答えします。 

基本的には今現在分譲している区画のま

ま企業様に紹介させていただいております。 
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大阪の方で、土地を探している企業様うちに

ある土地よりも小さい土地を探しておられ

たりするんですけども、土地の価格とかで言

うと、橋本市の方が安価なこともありますん

で、増設される考えもあられるんであれば、

大きいままご購入されたらというような商

売であれですね、紹介の仕方もさせていただ

いて、大きな土地を、市でご理解いただいて

購入されていていただいてる企業もありま

すし、実際のところ、12番宅地っていうよう

なところが勝さん釣りざおのが勝さんが来

ていただいとるような土地につきましても、

もともとは 12 番っていう 1 つの区画だった

んですけども。そのあたりについては企業様

と協議した中で、造成工事やっとる中で雨水

とかの雨水の関係の流れで、分割することが

可能な土地でもございましたんで、そういっ

たところについては分割してさせていただ

いたというようなところでございます。 

ただ、あと空いている申し込みが、交渉を

進めたりはしておるんですけどもまだ企業

が決まっていない区画についてはあと1区画

のみだけ分割することは可能かなと考えて

おるところでございます。 

ただ、そういったところも極力 1宅地とし

て分譲できたらというところがあります企

業様との交渉の中で考えていけたらと思っ

ております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。予算とち

ょっと離れたら止めていただいた、客観的に

見て、よその自治体の工業団地企業誘致的な

ところと、本市等でどうしても社会情勢とか

時代の背景も違う、違うんでどうしても教え

て欲しいことがあるんですけども、工業団地

の中に例えば商業スペース、飲食とかはそこ

で働く人たちがおるわけで、そういうのがな

いなとか、当然福利厚生的な民間企業がする

べきなんか行政がするべきなんかわかんな

いすけど。 

　例えばね、よくあんのがテニスコートだっ

たり、ちょっとサッカー場だったり、その企

業さんたちがこう、ね。ゆっくりできるとこ

っていうかほんで例えば公園であったりと

か、当然住宅地だったら何％公園作りなさい

とかそういう法律があるんであれなんすけ

ど、この工業団地については本当に、まずシ

ンプルはシンプルでいいんですけどそこで

働いてる人ってかなりの数あると思うんで

すけど、そういったことの協議っていうんか

な。絶対こう換地が出てくるようなとこでは

ないんで、難しいとは思うんですけどやっぱ

りともに働く人とか、これから 20 年 30 年先

を考えたら、そういうスペースちゅうのは、

一体ね、どうしても、近くにファミマか何か

あるんかなあそこにすごく人がガッと来て

るイメージがあるんです。当然民業圧迫しち

ゃいかんので、そういったことっちゅうのは

企業誘致内のこの土地の中で、可能か不可能

か、また検討してるかしてないか。お願いし

ます。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今のご質

問にお答えします。 

　今回のあやの台北部用地のところにつき

まして県と南海と、市という３社のところで

考えてきてて、許可、少しでも多く、分譲宅

地を作っていきたかったっていうような思

いもあったりします。 

ただ、他の工業団地のところで、確かにお

っしゃられるように野球場があるようなと

ころも工業団地の中の方が憩いをするよう

なスポーツの場所とかもあったりするって

いうのも、もしかしたらその工業団地の中で、

工場立地法とかっていうような法律があっ

てその企業ごとに、緑地を整備する必要があ
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ったりするんですけどもそういったところ

を工業団地の中で、公園という環境施設とか

っていうような位置付けもあるんですけど

もそういったところを、賄って企業さん側に

はそういった緑地は整備しなくてもいいで

すよというような形で作っておられたりと

か、もしくはその工業団地のコンセプトで、

憩いの場を作るっていうところもあったの

か、ある企業、工業団地もあるかなあと思う

んですけども。ちょっと本市の方ではそこま

ではそのときにはさっきのコンビニであっ

たりとかっていうようなところまでの考え

は、ございませんでした。 

　あと公園につきましては、工業団地内って

いうあれじゃないんですけども筒香球場か

らちょっと気北側のところに山内の南公園

っていうようなところ。あと、ちょっと少し

小さいんですけども、工業団地の中、ちょっ

と東の方ですかね、平野区に近いところに、

平野の公園というところを整備させていた

だいておるところです。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）可能であればね、別に

これは義務でも要望でもないんですけどね。 

やっぱり意見としたら自分がもしそこで働

く人間だったらやっぱり、ちょっと工場があ

ってくれて、雇用云々にはもう最大限感謝し

とんででも文句はないんですけど、やっぱり、

もし、そこの社長さんが企業、ここへ移した

いなということで視察にこられたときに、や

っぱそういうとこもやっぱり見るのかなあ

とか、やっぱり全体の環境とかバランス、そ

こで働いてる人が毎日、お母ちゃん、もしく

は奥様がお弁当を作ってくれるとは限りま

せんしね。やっぱり３度のご飯を食べるとい

うところの定義とかも全部踏まえての企業

誘致でもあろうかなあというので、また、検

討材料にしていただいたら可能であれば、ま

たそういった補助金とかもあるのかもしれ

ませんし、あともう一点だけお伺いするんで

すけど、交通アクセスですね、３交代制の夜

勤をする工場もあれば、通常のね、朝８時半

とか９時ぐらいから就労に入るところのバ

スとか、すべてが車族ではないのでそういっ

たダイヤルに関してのリンクっていうのは

どないなってますか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）一つ目のお店

とかの関係については、今後また検討をして

いけたらと思っております。 

　二つ目の交通アクセスのところにつきま

しては、現在まだあそこにバスが走るとかっ

ていうようなところの計画にはなっておら

ず、橋本市内のバス業者さんと引き続き、協

議を進めさせていただきたいと思っておる

ところです。 

あと工業団地整備する中で、メインの道路

のところには、バス停のバス停留所というの

を整備させていただいておりますんでそう

いったことを活用していただけるように、早

期バスを開通していただくように、引き続き

協議を進めさせていただけたらと思ってお

ります。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）お願いします。やっぱ

りね、たまに聞くんですよ。全員が全員免許

取得書しとるわけでもないし、自分のね、足

は自分で確保して、交通費もらって駐車場が

払ってこれも当たり前の話なんすけど。どう

しても交通の便で不便な方とかその社会的

弱者の方がもしおられたときに、やっぱりそ

のバスとかそういうのは一つの交通手段の

選択肢としてね。コミバスがどういうふうな

絵を書いていく方とか、就労時間に対して、

通勤に便乗できるようなバスが近くまであ

るのかどうか。 
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また、仕事終わり時間外とか残業になったら

また話は変わってくるのかもしれないです

けど。そういったことも全部踏まえての企業

誘致であると僕は思うんでね。うん。 

そこらもまた検討課題で結構です。はい。 

よろしくお願いします答弁ください。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）過去のエコヒ

ルズにつきましてももともとバスが走って

なかったというところもあって、そういった

ところは今協議をずっと南海林間バスさん

とさしていただいて走っていただく走らせ

ていただけるような、というような実績って

いうのもございますんで、今後引き続き、お

っしゃるように企業様からもやっぱり交通

アクセス交通手段ですね通勤する手段につ

きましてもやっぱりお声というのもありま

すんで、引き続き、バス等を走っていただけ

るように、関係機関と協議を進めながら、検

討していきたいと思っております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。 

この進出企業の中でなんすかね、企業型の保

育所とかを整備されてる。ところってあるん

ですかね。もしあれば教えていただきたいな

と。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）現在、既存の

工業、橋本市に進出していただいてる企業も

含めてでございますけども現在のところは

そういったところはございません。 

○委員長（森下伸吾君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）あとまだ半分空いてる

ということなんでこれが、これらの方がまだ

若い方が多分進入されるってなると、保育所

とかの数というか、立地も含めてなんでしょ

うけど、ここの、ここの中に作った方がいい

のか、ご自宅の周辺に行かれた方がいいのか

っていうその議論は多分あるんですけども、

そういう総合的なインフラっていうんです

かね、子育て政策のインフラも含めて、そう

いう何か協議っていうのはされたりしてる

んでしょうか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）すみません。

現在のところ協議っていうのは関係課とは

しておりません。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにございません

か。 

　田中議長。 

○議長（田中博晃君）企業誘致の営業とふる

さと納税の関係についてお伺いしたいんで

すけれども。 

　先日来、ふるさと納税の話もあった中で、

例えば、大規模ななんてやろう、食料品をつ

くる構造であったりとかがもし来てくれた

ら、水道代はちょっと別として、もし来てく

れたら、ふるさと納税の返礼品になる可能性

もあるんですけれども、そういったところに

営業をかけたりっていうのはやってるんで

しょうか。 

○委員長（森下伸吾君）企業誘致市長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）食料品の企業

様お持ちの製造業に該当いたしますんでも

ちろん橋本市の誘致対象となっていますん

で企業訪問等をさしていただく業種の1つと

なっております。ただ、食料品の中の企業様

ですが特に水を大量に使われるっていうと

ころになってくると、あやの台北部用地のと

ころでの水の1日当たりの使用量の制限とか

もございますんで、そういったところの考え、

どう合致するのかというようなところの課

題もありますけれども、そういったところも

含めて、企業訪問はさせていただいておりま

すもちろん橋本市のふるさと納税の返礼品

となり得る、来ていただいて一緒にしてなり

得る場合もあれば、聞いていた企業様が 1社
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来ていただくことによって作ってもらえる

ものが、返礼品になるという可能性もありま

すのでそういったところも意識しながら、企

業誘致活動をさしていただいております。 

　以上です。 

○委員長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

　これより、議案第７号　令和８年度橋本市

工業団地造成事業特別会計予算について　

を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

　以上で、本委員会に付託された案件の審査

は終わりました。 

　なお、委員長報告の作成については、私と

副委員長に一任願いたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（森下伸吾君）ご異議がありません

ので、私と副委員長において作成いたします。 

　これをもって、令和８年度予算審査特別委

員会を散会いたします。お疲れさまでした。 

 

（午前 11 時４分　散会） 

橋本市議会委員会条例第 30 条の規定によりここに署名する。

 


